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1
．
は
じ
め
に
違
式
詿
違
条
例
と
は
、
明
治
初
期
に
刑
法
犯
ま
で
に
は
至
ら
な
い
軽
微
な
犯
罪
を
取
り
締
る
た
め
、
各
府
県
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
条
例
で
あ
る
。
嚆
矢
と
さ
れ
る
も
の
は
、
明
治
五
（
一
八
八
二
）
年
十
一
月
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
「
東
京
違
式
詿
違
条
例
」
で
(1
)
あ
る
。
東
京
府
以
外
は
、
明
治
六
（
一
八
八
三
）
年
七
月
十
九
日
に
太
政
官
布
告
第
二
五
六
号
で
「
地
方
違
式
詿
違
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
準
則
で
あ
っ
た
た
め
、
各
府
県
は
各
々
の
実
情
に
合
う
よ
う
に
条
文
の
増
減
を
な
し
た
も
の
を
警
保
寮
へ
出
し
、
警
保
寮
か
ら
承
認
が
得
ら
れ
た
も
の
を
地
方
長
官
の
名
を
以
て
公
示
・
施
行
し
て
い
た
。
当
初
は
願
出
許
可
制
で
あ
っ
た
の
で
(2
)
あ
る
。
明
治
九
（
一
八
八
六
）
年
五
月
、
犯
罪
行
為
を
定
め
る
罪
目
に
つ
い
て
、
地
方
庁
の
出
し
た
増
減
を
認
め
る
届
出
制
に
改
め
ら
れ
、
各
府
県
で
は
太
政
官
布
告
の
罪
目
と
は
異
な
る
、
地
域
の
独
自
性
の
含
ま
れ
た
罪
目
を
規
定
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、
多
く
の
府
県
で
条
例
が
出
さ
れ
る
に
至
(3
)
っ
た
。
千
葉
県
の
違
式
詿
違
条
例
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
近
現
代
一
』
に
お
い
て
、
概
略
が
記
さ
れ
て
(4
)
い
る
。
ま
た
、
『
千
葉
県
警
察
史
・
第
一
巻
』
に
お
い
て
、
そ
の
制
定
・
施
行
ま
で
の
経
緯
と
条
例
全
文
が
記
さ
れ
て
(5
)
い
る
。
他
府
県
の
県
史
や
警
察
史
と
比
較
し
て
、
か
な
り
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
県
下
へ
の
布
達
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
近
年
、
都
道
府
県
の
公
文
書
館
の
整
備
が
な
さ
れ
、
市
町
村
に
お
い
て
市
町
村
史
の
編
纂
作
業
な
ど
が
進
む
こ
と
で
史
料
目
録
事
業
が
進
み
、
か
つ
て
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
近
現
代
史
料
も
目
録
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
従
来
で
は
使
用
さ
れ
難
か
っ
た
も
の
も
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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各
府
県
の
違
式
詿
違
条
例
を
調
査
し
て
い
く
な
か
で
千
葉
県
下
の
市
町
村
が
作
成
す
る
史
料
目
録
を
確
認
す
る
機
会
を
も
っ
た
が
、
そ
の
折
に
今
ま
で
あ
ま
り
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
文
書
を
見
た
こ
と
が
、
今
回
の
小
論
を
書
く
契
機
と
な
っ
た
。
今
回
利
用
し
た
史
料
以
外
に
も
、
ま
だ
探
し
き
れ
て
い
な
い
史
料
が
存
在
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
今
後
の
研
究
の
足
が
か
り
と
し
て
、
小
論
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
本
論
で
は
、
千
葉
県
の
違
式
詿
違
条
例
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
市
町
村
史
料
を
利
用
し
て
、
条
例
が
ど
の
よ
う
に
村
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
2
．
千
葉
県
の
「
違
式
詿
違
条
例
」
（
1
）
作
ら
れ
た
過
程
地
方
違
式
詿
違
条
例
自
体
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
七
月
十
九
日
、
太
政
官
布
告
第
二
百
五
十
六
号
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
が
、
各
府
県
が
直
ち
に
施
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
司
法
省
自
体
も
直
ち
に
な
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
同
年
八
月
十
二
日
に
次
の
よ
う
な
達
を
出
し
て
(6
)
い
る
。
今
般
各
県
違
式
詿
違
条
例
ノ
条
目
御
布
告
相
成
候
処
、
右
条
目
ノ
儀
ハ
国
中
ノ
安
寧
人
民
ノ
健
康
ヲ
警
保
ス
ル
所
以
ニ
有
之
候
条
、
各
地
方
人
民
悉
ク
承
知
不
致
候
テ
ハ
不
相
成
儀
ニ
付
、
戸
長
副
戸
長
ノ
設
ケ
ア
ル
処
ハ
必
ス
之
ヲ
掲
榜
シ
、
遺
漏
無
之
様
可
致
候
事但
シ
右
掲
示
ハ
三
十
日
間
掲
示
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス
候
事
違
式
詿
違
の
罪
目
を
告
知
し
た
の
は
、
国
中
の
安
寧
と
人
民
の
健
康
を
守
る
た
め
で
あ
っ
て
、
地
方
の
人
民
も
承
知
し
て
も
ら
う
必
51 「千葉県違式詿違条例」考
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
戸
長
・
副
戸
長
の
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
違
式
詿
違
条
目
を
必
ず
掲
示
し
、
人
々
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
千
葉
県
で
は
こ
の
達
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
県
警
察
史
・
第
一
巻
』
の
「
違
式
詿
違
条
例
」
の
項
が
詳
し
い
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
も
の
と
県
レ
ベ
ル
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
千
葉
県
内
の
動
き
を
中
心
に
以
下
ま
と
め
る
。
太
政
官
布
告
第
二
百
五
十
六
号
を
受
け
た
直
後
、
千
葉
県
は
県
令
・
柴
原
和
の
名
で
太
政
官
宛
に
次
の
よ
う
な
上
申
書
を
提
出
(7
)
し
た
。
第
二
百
五
十
六
号
御
布
告
之
義
ニ
付
上
申
書
今
般
二
百
五
十
六
号
ヲ
以
テ
各
地
方
違
式
詿
違
条
例
御
布
告
相
成
候
処
、
但
書
之
趣
モ
有
之
、
斟
酌
増
減
之
見
込
相
立
警
保
寮
江
伺
之
上
実
地
施
行
可
致
心
得
ニ
付
、
此
砌
管
下
江
布
告
之
義
モ
先
見
合
セ
置
候
、
此
段
御
届
申
上
候
也
明
治
六
年
七
月
二
十
四
日
千
葉
県
令
柴
原
和
㊞
太
政
大
臣
三
條
実
美
殿
地
方
違
式
詿
違
条
例
は
布
告
さ
れ
た
が
、
但
書
で
い
う
よ
う
に
地
方
の
便
宜
も
あ
り
、
斟
酌
増
減
の
見
込
み
を
警
保
寮
へ
伺
っ
た
上
で
実
地
施
行
す
る
心
得
な
の
で
、
県
下
へ
の
布
告
は
見
合
わ
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
太
政
官
か
ら
は
「
不
都
合
無
之
ニ
付
聞
置
」
と
の
指
令
を
受
け
て
い
る
の
で
、
千
葉
県
側
の
意
向
は
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
(8
)
な
る
。
翌
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
月
、
千
葉
県
で
は
「
各
取
締
所
心
得
書
」
の
中
で
違
式
詿
違
条
例
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
凡
違
式
詿
違
ノ
箇
条
ニ
触
ル
ル
モ
ノ
ハ
、
唯
諭
シ
テ
止
ム
ヘ
シ
」
と
規
定
し
、
違
犯
者
に
つ
い
て
は
説
諭
処
分
を
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
(9
)
し
た
。
同
年
四
月
に
は
、
同
年
三
月
二
十
日
に
内
務
省
達
乙
第
二
十
五
号
（
三
府
五
港
を
除
く
各
地
方
に
お
い
て
、
違
式
詿
違
条
例
を
漸
次
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施
行
す
べ
き
と
し
た
も
の
で
、
各
府
県
長
官
宛
に
出
さ
れ
た
）
に
基
づ
い
て
、
条
例
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
「
千
葉
県
番
人
心
得
」
を
出
(10
)
し
た
。
こ
の
中
に
は
、「
凡
違
式
詿
違
ノ
ケ
条
ヲ
犯
ス
者
ハ
、
詰
所
ニ
連
来
リ
、
掛
官
員
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
同
年
八
月
十
二
日
に
は
、
県
庁
周
辺
の
千
葉
町
・
寒
川
村
・
登
戸
村
の
三
町
村
に
対
し
て
、
こ
の
地
域
は
「
県
庁
ニ
密
通
シ
管
内
ノ
標
準
ト
モ
可
相
成
地
」
で
あ
る
と
し
て
、
行
儀
作
法
を
正
し
て
「
真
ノ
文
明
開
化
ニ
赴
」
く
よ
う
、
野
蛮
に
近
い
醜
態
が
無
い
よ
う
と
の
告
諭
を
出
し
て
(11
)
い
る
。
こ
の
告
諭
の
最
後
に
は
、「
左
ノ
条
件
ハ
就
中
不
宜
儀
」
と
し
て
、
以
下
の
十
一
カ
条
を
挙
げ
て
い
る
。
一
、
街
衢
ニ
車
馬
ヲ
置
キ
往
来
ヲ
妨
ク
ル
者
一
、
往
来
ノ
妨
ケ
ト
相
成
程
ニ
荷
物
又
ハ
販
売
品
ヲ
列
シ
又
ハ
庇
ヲ
出
ス
者
一
、
道
路
ヲ
不
潔
ニ
ス
ル
者
但
受
持
ア
ル
場
ハ
受
持
主
其
他
ハ
役
員
ノ
責
タ
ル
ヘ
シ
一
、
下
水
其
他
不
潔
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
市
街
ニ
灌
ク
者
一
、
市
外
中
便
所
ニ
非
ル
地
ニ
尿
リ
ス
ル
者
一
、
店
先
等
ヨ
リ
往
来
ニ
向
ケ
小
児
ニ
尿
リ
サ
ス
ル
者
一
、
裸
体
ニ
テ
店
先
楼
上
ニ
佇
ミ
或
ハ
街
中
ニ
往
来
ス
ル
者
一
、
乱
酔
シ
テ
街
中
ニ
徘
徊
ス
ル
者
一
、
街
市
又
ハ
混
湯
ニ
於
テ
放
歌
吟
詩
ス
ル
者
一
、
何
事
ニ
寄
ラ
ス
人
ノ
驚
ク
ヘ
キ
事
ヲ
ナ
ス
者
一
、
路
上
ニ
於
テ
婦
女
子
ヲ
嘲
弄
シ
又
ハ
見
苦
敷
戯
ヲ
ナ
ス
者
往
来
妨
害
・
便
所
以
外
で
の
排
泄
、
屋
外
で
の
裸
体
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
53 「千葉県違式詿違条例」考
中
に
入
っ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、「
説
諭
ノ
上
可
差
停
」
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
特
に
罰
則
な
ど
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
千
葉
県
で
は
違
式
詿
違
条
例
の
作
成
に
入
り
、
明
治
九
（
一
八
八
六
）
年
六
月
十
三
日
、
条
例
施
行
に
つ
い
て
の
伺
い
を
内
務
卿
へ
出
し
て
(12
)
い
る
。
明
治
六
年
第
弐
百
五
拾
六
号
布
告
地
方
違
式
詿
違
条
例
中
罪
目
之
廉
々
、
管
下
実
際
民
情
ニ
依
リ
斟
酌
増
減
別
冊
ノ
通
相
定
施
行
致
度
、
尤
右
条
例
ハ
於
当
県
始
テ
実
地
施
行
候
儀
ニ
付
、
為
念
一
応
相
伺
候
、
至
急
御
指
令
被
下
度
候
也
明
治
九
年
六
月
十
三
日
内
務
卿
殿
代
理
千
葉
県
令
柴
原
和
内
務
少
輔
林
友
幸
殿
こ
れ
に
対
し
、
同
年
八
月
に
内
務
卿
か
ら
次
の
よ
う
な
指
令
が
来
て
(13
)
い
る
。
書
面
伺
之
趣
聞
置
候
、
尤
以
後
罪
目
増
減
之
節
ハ
本
年
第
五
十
壱
号
公
達
之
通
、
当
省
へ
可
届
出
事
但
七
年
四
月
中
伺
出
之
書
面
ハ
下
ケ
戻
シ
候
事
明
治
九
年
八
月
七
日
内
務
卿
大
久
保
利
通
㊞
千
葉
県
の
出
し
た
、
民
情
に
よ
る
「
斟
酌
増
減
」
が
な
さ
れ
た
条
例
は
、
了
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
五
月
に
出
さ
れ
た
太
政
官
達
第
五
十
一
号
に
よ
っ
て
届
出
を
行
う
こ
と
と
さ
(14
)
れ
た
。
内
務
卿
か
ら
の
指
令
も
受
け
、
千
葉
県
で
は
同
年
八
月
十
二
日
、
県
達
甲
第
百
二
十
七
号
に
よ
り
、「
違
式
詿
違
条
例
」
を
定
め
、
県
下
全
域
に
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（
2
）
地
方
違
式
詿
違
条
例
と
の
比
較
千
葉
県
甲
第
百
二
十
七
号
で
布
達
さ
れ
た
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
は
、
太
政
官
布
告
第
二
五
六
号
（
地
方
違
式
詿
違
条
例
）
を
ど
の
く
ら
い
準
拠
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
あ
げ
る
表
は
、
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
と
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
差
異
を
見
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
条
例
に
お
い
て
同
じ
条
文
に
つ
い
て
は
、
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
条
文
ナ
ン
バ
ー
を
参
考
の
た
め
に
記
し
た
。
千
葉
県
違
式
詿
違
條
例
の
本
文
地
方
條
例
で
の
条
数
な
ど
甲
第
百
貮
拾
七
號
違
式
詿
違
条
例
別
冊
之
通
相
定
、
来
ル
十
月
一
日
ヨ
リ
實
地
施
行
候
、
此
旨
布
達
候
事
但
、
條
例
罪
目
ノ
全
文
ヲ
永
年
各
町
村
掲
示
場
中
ニ
掲
示
可
致
事
千
葉
縣
令
柴
原
和
代
理
明
治
九
年
八
月
十
二
日
千
葉
縣
参
事
岩
佐
為
春
太
政
官
布
告
第
二
五
六
号
違
式
詿
違
条
例
第
一
條
違
式
ノ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
金
七
拾
五
銭
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
、
金
百
五
拾
銭
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
贖
金
ヲ
追
徴
ス
同
文
第
二
條
詿
違
ノ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
五
銭
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
、
金
七
拾
銭
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
贖
金
ヲ
追
徴
ス
同
文
（
明
治
九
年
改
正
）
第
三
條
違
式
詿
違
ノ
罪
ヲ
犯
シ
無
力
ノ
者
ハ
実
決
ス
ル
事
左
ノ
如
シ
一
、
違
式
笞
罪
一
十
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
二
十
日
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
一
、
詿
違
拘
留
一
日
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
同
文
（
明
治
九
年
改
正
）
55 「千葉県違式詿違条例」考
二
日
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
但
シ
、
二
罪
ト
モ
適
宜
ニ
懲
役
ニ
換
フ
第
四
條
違
式
幷
ニ
詿
違
ノ
罪
ニ
ヨ
リ
取
上
ク
ベ
キ
物
品
ハ
贖
金
ヲ
科
ス
ル
ノ
外
別
ニ
没
収
ノ
申
渡
シ
ヲ
為
ス
ヘ
シ
同
文
第
五
條
違
式
詿
違
ノ
罪
ヲ
犯
シ
人
ニ
損
失
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
時
ハ
先
ス
其
損
失
ニ
当
ル
贖
金
ヲ
出
サ
シ
メ
後
ニ
贖
金
ヲ
命
ス
へ
シ
同
文
第
六
條
違
式
ノ
罪
目
ヲ
犯
ス
ト
雖
ト
モ
情
状
軽
キ
者
ハ
減
等
シ
テ
詿
違
ノ
贖
金
ヲ
追
徴
シ
、
詿
違
ノ
罪
目
ヲ
犯
ス
ト
雖
ト
モ
重
キ
ハ
加
算
シ
テ
違
式
ノ
贖
金
ヲ
追
徴
ス
ヘ
シ
、
其
犯
ス
処
極
メ
テ
軽
キ
ハ
止
タ
呵
責
シ
テ
放
免
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ
違
式
罪
目
同
文
（
明
治
七
年
削
除
、
同
九
年
別
条
追
加
）
第
七
條
贋
造
ノ
飲
食
物
並
ニ
腐
敗
ノ
食
物
ヲ
知
テ
販
売
ス
ル
者
同
文
第
八
條
春
画
及
ヒ
其
類
ノ
諸
器
物
ヲ
販
売
ス
ル
者
第
九
條
第
九
條
病
牛
死
牛
其
他
病
死
ノ
禽
獣
ヲ
知
ツ
テ
販
売
ス
ル
者
第
十
條
第
十
條
身
体
ヘ
刺
繡
ヲ
ナ
ス
者
第
十
一
條
第
十
一
條
乗
馬
シ
テ
猥
リ
ニ
馳
駆
シ
又
ハ
馬
車
ヲ
疾
駆
シ
テ
行
人
ヲ
触
倒
ス
者
但
殺
傷
ス
ル
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
第
十
三
條
第
十
二
條
外
国
人
ヲ
無
届
ニ
テ
止
宿
セ
シ
ム
ル
者
第
十
四
條
第
十
三
條
夜
中
無
灯
ノ
馬
車
ヲ
以
テ
通
行
ス
ル
者
第
十
六
條
第
十
四
條
人
家
稠
密
ノ
場
所
ニ
於
テ
妄
リ
ニ
火
技
ヲ
玩
ブ
者
第
十
七
條
第
十
五
條
火
事
場
ニ
関
係
ナ
ク
シ
テ
乗
馬
ス
ル
者
第
十
八
條
第
十
六
條
戯
ニ
往
来
ノ
常
灯
台
ヲ
破
毀
ス
ル
者
第
十
九
條
第
十
七
條
馬
及
ヒ
車
留
ノ
掲
示
ア
ル
道
路
橋
梁
ヲ
犯
シ
テ
通
行
ス
ル
者
第
二
十
條
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第
十
八
條
男
女
相
撲
並
ニ
蛇
遣
ヒ
其
他
醜
態
ヲ
見
世
物
ニ
出
ス
者
第
二
十
一
條
第
十
九
條
川
堀
下
水
等
ヘ
土
芥
瓦
礫
等
ヲ
投
棄
シ
流
通
ヲ
妨
ク
ル
者
第
二
十
二
條
第
二
十
條
毒
薬
並
ニ
激
烈
気
物
ヲ
用
ヒ
魚
鳥
ヲ
捕
フ
ル
者
第
二
十
五
條
第
廿
一
條
他
人
分
ノ
田
水
ハ
勿
論
組
合
持
ノ
田
水
ヲ
断
リ
ナ
ク
自
恣
ニ
我
田
ニ
引
入
ル
者
第
二
十
六
條
第
廿
二
條
他
人
ノ
庭
園
ニ
入
リ
笋
或
ハ
蕈
類
ヲ
断
リ
ナ
ク
採
去
ル
者
第
二
十
七
條
第
廿
三
條
掲
榜
場
ヲ
汚
損
シ
並
ニ
其
囲
ヲ
破
毀
ス
ル
者
第
二
十
八
條
第
廿
四
條
堤
ヲ
壌
チ
又
ハ
断
リ
ナ
ク
他
人
ノ
田
園
ヲ
掘
ル
者
第
二
十
九
條
第
廿
五
條
道
敷
内
ニ
菜
蔬
豆
類
ヲ
植
或
ハ
汚
物
ヲ
積
ミ
往
来
ヲ
妨
ル
者
第
三
十
條
第
廿
六
條
他
村
又
ハ
他
人
持
場
ノ
秣
或
ハ
苗
代
等
ヲ
断
リ
ナ
ク
苅
採
ル
者
第
三
十
一
條
第
廿
七
條
婚
姻
祝
儀
等
ノ
節
事
故
ニ
托
シ
往
来
又
ハ
其
家
宅
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
三
十
二
條
第
廿
八
條
馬
夫
或
ハ
日
雇
稼
ノ
者
等
仲
間
ヲ
結
ヒ
他
人
ノ
稼
ヲ
為
ス
ニ
故
障
ス
ル
者
第
三
十
三
條
第
廿
九
條
神
仏
祭
事
ニ
托
シ
人
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
三
十
四
條
第
三
十
條
往
来
ニ
テ
死
牛
馬
ノ
皮
ヲ
剝
キ
肉
ヲ
屠
ル
者
第
三
十
五
條
第
三
十
一
條
他
人
ノ
墓
碑
ヲ
毀
損
ス
ル
者
第
三
十
六
條
第
三
十
二
條
官
有
ノ
山
林
等
ニ
禁
制
ノ
榜
示
ア
ル
ヲ
犯
セ
シ
者
第
三
十
七
條
第
三
十
三
條
御
用
ト
書
キ
タ
ル
小
旗
提
灯
ヲ
免
許
ナ
ク
猥
リ
ニ
用
ル
者
第
三
十
九
條
第
三
十
四
條
官
有
或
ハ
他
人
ノ
山
林
田
畠
ニ
入
リ
植
物
ヲ
損
害
ス
ル
者
第
四
十
一
條
第
三
十
五
條
神
社
仏
閣
ノ
器
物
類
ヲ
破
毀
ス
ル
者
第
四
十
二
條
第
三
十
六
條
旅
籠
渡
世
ノ
者
止
宿
人
名
ヲ
記
載
セ
ス
或
ハ
之
ヲ
届
出
サ
ル
者
詿
違
罪
目
第
五
十
一
條
（
註
違
罪
目
）
第
三
十
七
條
夜
中
無
灯
ニ
テ
諸
車
ヲ
挽
キ
又
ハ
乗
馬
ス
ル
者
但
、
陸
海
軍
ノ
諸
兵
隊
非
常
ノ
警
戒
ア
ル
時
ハ
勿
論
、
平
日
隊
伍
ヲ
組
ミ
夜
陰
行
進
及
ヒ
定
第
四
十
四
條
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制
ア
ル
微
章
ノ
服
帽
着
用
ノ
節
ハ
単
騎
ト
雖
モ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
第
三
十
八
條
馬
車
及
ヒ
人
力
車
荷
車
等
ノ
往
来
ニ
置
キ
行
人
ノ
妨
ヲ
ナ
シ
、
及
ヒ
牛
馬
ヲ
街
衢
ニ
横
タ
ヘ
行
人
ヲ
妨
ケ
シ
者
第
四
十
六
條
第
三
十
九
條
禽
獣
ノ
死
ス
ル
者
或
ハ
汚
穢
ノ
物
ヲ
往
来
等
へ
投
棄
ス
ル
者
第
四
十
七
條
第
四
十
條
婦
人
ニ
テ
謂
レ
ナ
ク
断
髪
ス
ル
者
第
四
十
八
條
第
四
十
一
條
往
来
筋
ノ
号
札
又
ハ
人
家
ノ
番
号
札
看
板
等
ヲ
戯
ニ
破
毀
ス
ル
者
第
五
十
二
條
第
四
十
二
條
喧
嘩
口
論
及
ヒ
人
ノ
自
由
ヲ
妨
ケ
且
驚
愕
ス
ヘ
キ
噪
鬧
ヲ
為
シ
出
セ
ル
者
第
五
十
三
條
第
四
十
三
條
往
来
常
灯
ヲ
戯
ニ
消
滅
セ
ル
者
第
五
十
四
條
第
四
十
四
條
麁
忽
ニ
依
リ
人
ニ
汚
穢
物
及
ヒ
石
礫
ヲ
抛
澆
セ
シ
者
第
五
十
五
條
第
四
十
五
條
田
園
種
芸
ノ
路
ナ
キ
場
ヲ
通
行
シ
又
ハ
牛
馬
ヲ
牽
キ
入
ル
者
第
五
十
六
條
第
四
十
六
條
牛
馬
及
び
荷
車
並
ニ
人
力
車
等
ヲ
並
ヘ
挽
テ
通
行
ヲ
妨
ケ
シ
者
第
五
十
八
條
（
牛
馬
な
し
）
第
四
十
七
條
犬
ヲ
闘
ハ
シ
メ
及
ヒ
戯
ニ
人
ヲ
嗾
ス
ル
者
第
六
十
條
第
四
十
八
條
酔
ニ
乗
シ
又
ハ
戯
ニ
車
馬
往
来
ノ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
二
條
第
四
十
九
條
雑
魚
乾
場
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
三
條
第
五
十
條
海
苔
乾
場
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
四
條
第
五
十
一
條
他
人
ノ
魚
簗
等
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
五
條
第
五
十
二
條
養
田
水
其
外
用
水
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
六
條
第
五
十
三
條
水
除
杭
ニ
妨
害
ヲ
ナ
シ
又
ハ
之
ヲ
抜
取
ル
者
第
六
十
七
條
第
五
十
四
條
他
人
ノ
竹
木
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
六
十
八
條
第
五
十
五
條
他
人
ノ
猟
場
ニ
妨
害
ス
ル
者
第
六
十
九
條
第
五
十
六
條
他
人
ノ
植
籬
牆
垣
ヲ
損
害
ス
ル
者
第
七
十
條
第
五
十
七
條
渡
船
ニ
テ
不
当
ノ
賃
銭
ヲ
取
リ
或
ハ
等
閑
ニ
他
人
ヲ
待
タ
シ
メ
用
便
ヲ
妨
ク
ル
者
第
七
十
一
條
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第
五
十
八
條
往
還
ノ
並
木
及
ヒ
苗
木
ヲ
徒
ニ
害
ス
ル
者
第
七
十
二
條
第
五
十
九
條
渡
船
橋
梁
ノ
賃
銭
ヲ
不
払
シ
テ
去
ル
者
第
七
十
三
條
第
六
十
條
誤
テ
牛
馬
ヲ
放
チ
他
人
ノ
田
園
及
ヒ
物
品
ヲ
損
害
ス
ル
者
第
七
十
四
條
第
六
十
一
條
猥
リ
ニ
他
人
ノ
争
論
ニ
荷
担
ス
ル
者
第
七
十
五
條
第
六
十
二
條
他
人
ニ
合
力
等
ヲ
申
掛
ル
者
第
七
十
六
條
第
六
十
三
條
水
車
水
碓
等
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
八
十
條
第
六
十
四
條
行
人
ニ
強
テ
車
馬
駕
籠
等
ヲ
勧
メ
過
言
ヲ
申
掛
ル
者
第
八
十
一
條
第
六
十
五
條
他
人
ノ
曝
網
ニ
妨
害
ヲ
ナ
ス
者
第
八
十
二
條
第
六
十
六
條
山
林
原
野
ニ
テ
徒
ニ
火
ヲ
焚
ク
者
第
八
十
三
條
第
六
十
七
條
総
テ
ノ
標
柱
ニ
テ
牛
馬
ヲ
繋
キ
或
ハ
破
毀
ス
ル
者
第
八
十
五
條
第
六
十
八
條
橋
柱
ニ
舟
筏
ヲ
繋
ク
者
第
八
十
六
條
第
六
十
九
條
神
祠
仏
堂
又
ハ
他
人
ノ
板
壁
等
ニ
楽
書
ヲ
ナ
ス
者
第
八
十
七
條
第
七
十
條
田
畝
中
ニ
瓦
礫
竹
木
等
ヲ
投
入
ル
者
第
八
十
八
條
第
七
十
一
條
遊
園
及
ヒ
路
傍
ノ
花
木
ヲ
折
リ
或
ハ
植
物
ヲ
害
ス
ル
者
第
八
十
九
條
第
七
十
二
條
町
村
ノ
往
還
ニ
於
テ
口
付
無
キ
小
荷
駄
馬
ニ
乗
ル
者
な
し
第
七
十
三
條
行
人
ニ
行
逢
フ
節
三
尺
以
上
ノ
長
キ
手
綱
ヲ
以
テ
馬
ヲ
牽
ク
者
な
し
第
七
十
四
條
格
子
又
ハ
牆
塀
ノ
中
或
ハ
楼
上
ヨ
リ
顔
面
ヲ
出
シ
、
妄
ニ
往
来
ノ
人
ヲ
嘲
弄
ス
ル
者
な
し
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
は
全
七
十
四
条
、
地
方
違
式
詿
違
条
例
は
全
九
十
条
（
第
三
十
八
条
と
五
十
七
条
は
施
行
段
階
時
点
で
既
に
欠
番
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
質
八
十
八
条
）
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
千
葉
県
の
方
が
十
四
条
も
少
な
い
。
か
な
り
の
条
文
を
千
葉
県
で
は
削
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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地
方
違
式
詿
違
条
例
に
あ
っ
て
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
か
ら
抜
け
て
い
る
も
の
は
、
次
の
通
り
に
な
る
。
【
違
式
罪
目
】
第
八
条
往
来
又
ハ
下
水
外
中
等
ヘ
家
作
並
孫
庇
等
ヲ
自
在
ニ
張
出
シ
、
或
ハ
河
岸
地
除
地
ヘ
願
ナ
ク
家
作
ス
ル
者
第
十
二
条
男
女
入
込
之
湯
ヲ
渡
世
ス
ル
者
第
十
五
条
外
国
人
ヲ
私
ニ
雑
居
セ
シ
ム
ル
者
第
二
十
三
条
他
人
持
場
ノ
海
藻
類
ヲ
断
リ
ナ
ク
苅
採
ル
者
第
二
十
四
条
他
人
ノ
持
場
又
ハ
免
許
ナ
キ
場
所
ニ
魚
梁
ヲ
設
ル
者
第
四
十
条
他
人
ノ
繋
舟
ヲ
無
断
棹
シ
遊
フ
者
【
詿
違
罪
目
】
第
四
十
三
条
狭
隘
ノ
小
路
ヲ
馬
車
ニ
テ
駆
走
ス
ル
者
第
四
十
五
条
斟
酌
ナ
ク
馬
車
ヲ
疾
駆
セ
シ
メ
テ
行
人
ヘ
迷
惑
ヲ
掛
ケ
シ
者
第
四
十
九
条
荷
車
及
ヒ
人
力
車
行
逢
フ
節
行
人
ニ
迷
惑
ヲ
カ
ケ
シ
者
第
五
十
条
下
掃
除
ノ
者
蓋
ナ
キ
糞
桶
ヲ
以
テ
運
搬
ス
ル
者
第
五
十
九
条
誤
テ
牛
馬
ヲ
放
チ
テ
人
家
ニ
入
レ
シ
メ
シ
者
第
六
十
一
条
巨
大
ノ
紙
鳶
ヲ
揚
ケ
妨
害
ヲ
為
ス
者
第
七
十
七
条
牧
場
外
ニ
猥
リ
ニ
牛
馬
ヲ
放
チ
飼
ス
ル
者
第
七
十
八
条
他
人
ノ
獣
畜
類
等
ニ
犬
ヲ
シ
掛
ル
者
第
七
十
九
条
他
人
ノ
墳
墓
等
ノ
供
品
類
ヲ
猥
リ
ニ
毀
損
ス
ル
者
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第
八
十
四
条
山
林
原
野
ニ
テ
徒
ニ
火
ヲ
焚
ク
者
何
故
、
こ
れ
ら
の
条
文
を
削
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
理
由
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
内
容
的
に
は
、
道
徳
的
な
も
の
や
常
識
的
な
も
の
が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
第
六
十
一
条
だ
け
は
後
に
詿
違
罪
目
の
第
七
十
六
条
に
追
加
さ
れ
る
が
（
明
治
十
一
年
一
月
十
一
日
県
甲
第
五
号
）、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
一
切
追
加
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
注
意
し
た
い
点
は
、
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
と
地
方
違
式
詿
違
条
例
で
、
違
式
罪
目
と
詿
違
罪
目
の
区
分
が
異
な
る
条
文
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
千
葉
県
で
は
第
三
十
六
条
の
違
式
罪
目
に
、
地
方
で
は
第
五
十
一
条
の
詿
違
罪
目
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
「
旅
籠
渡
世
ノ
者
止
宿
人
名
ヲ
記
載
セ
ス
或
ハ
之
ヲ
届
出
サ
ル
者
」
が
そ
の
条
文
で
あ
る
。
違
式
と
詿
違
で
は
、
設
定
さ
れ
た
罰
則
も
か
な
り
違
う
の
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
変
え
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
千
葉
県
が
独
自
の
も
の
と
し
て
当
初
条
文
化
し
た
の
は
、
詿
違
条
例
と
し
て
最
後
に
入
れ
て
い
る
第
七
十
二
・
七
十
三
・
七
十
四
条
の
三
カ
条
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
に
関
し
て
は
、
似
た
よ
う
な
条
文
を
入
れ
て
い
る
他
県
の
例
も
あ
る
の
で
、
当
時
は
よ
く
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
3
）
延
期
か
ら
施
行
へ
条
例
は
布
達
さ
れ
、
明
治
九
年
十
月
一
日
か
ら
条
例
は
施
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
行
を
三
日
後
に
控
え
た
同
年
九
月
二
十
八
日
、「
詮
議
ノ
次
第
有
之
候
、
追
テ
相
達
候
迄
延
期
候
」
と
い
う
達
が
な
さ
れ
、
施
行
は
延
期
し
て
し
ま
(15
)
っ
た
。
詮
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
同
年
十
月
十
七
日
に
は
次
の
よ
う
な
達
が
出
さ
(16
)
れ
た
。
違
式
詿
違
条
例
実
地
施
行
ノ
儀
、
追
テ
相
達
候
迄
延
期
候
旨
本
年
九
月
二
十
八
日
県
庁
甲
第
百
五
十
六
号
ヲ
以
テ
布
達
致
置
候
処
、
来
ル
十
一
月
一
日
ヨ
リ
実
地
施
行
候
条
、
此
段
更
ニ
布
達
候
事
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但
、
右
条
例
ノ
全
文
、
各
町
村
掲
示
ノ
儀
ハ
兼
テ
布
達
致
置
候
通
リ
、
永
年
保
存
可
致
筈
ニ
付
、
必
ス
左
ノ
雛
形
ノ
通
堅
固
ニ
調
整
、
毎
町
村
一
ヶ
所
大
町
村
幷
宿
駅
等
、
人
家
稠
密
ノ
地
ハ
二
ケ
所
乃
至
四
五
ケ
所
適
宜
見
計
ヒ
本
月
廿
六
日
限
リ
掲
示
其
旨
所
属
警
察
出
張
所
ニ
可
届
出
事
延
期
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
一
カ
月
遅
れ
で
実
地
施
行
す
る
こ
と
が
布
達
さ
れ
て
お
り
、
町
村
で
は
一
カ
所
・
大
き
な
町
村
や
宿
駅
な
ど
人
々
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
適
宜
見
計
ら
っ
て
条
文
の
掲
示
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
千
葉
県
違
式
詿
違
条
例
は
施
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
施
行
後
、
条
例
は
相
次
い
で
追
加
・
改
正
・
削
除
が
な
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
七
十
九
条
ま
で
と
な
っ
て
(17
)
い
る
。
3
．
県
下
へ
の
布
達
の
実
態
前
述
し
た
よ
う
に
、
千
葉
県
で
は
当
初
、
明
治
九
年
八
月
十
二
日
の
県
達
甲
第
百
二
十
七
号
で
違
式
詿
違
条
例
を
布
達
し
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
施
行
ま
で
の
期
間
は
一
カ
月
半
程
度
で
あ
る
。
実
際
に
は
同
年
九
月
二
十
八
日
の
県
達
甲
第
百
五
十
六
号
に
よ
っ
て
施
行
延
期
と
な
る
が
、
同
年
十
月
十
七
日
の
県
達
甲
第
百
六
十
四
号
で
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
と
さ
れ
、
当
初
の
予
定
よ
り
一
カ
月
遅
れ
で
県
下
に
条
例
は
施
行
さ
れ
た
。
短
期
間
に
県
下
の
人
々
に
、
条
例
の
内
容
を
如
何
に
し
て
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
一
部
の
地
域
で
は
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
史
料
を
も
と
に
、
考
察
し
て
み
た
い
。
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（
1
）
芝
山
町
の
事
例
①
芝
山
町
の
位
置
・
歴
史
的
環
境
芝
山
町
は
、
千
葉
県
北
東
部
の
山
武
郡
に
位
置
す
る
。
現
在
で
は
成
田
空
港
に
隣
接
し
た
町
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
成
田
山
新
勝
寺
と
信
者
を
二
分
す
る
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
芝
山
仁
王
尊
（
観
音
教
寺
）
が
あ
り
、
江
戸
か
ら
の
多
く
の
参
拝
客
は
成
田
街
道
や
芝
山
街
道
を
利
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
交
通
路
は
整
備
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
芝
山
は
幕
府
領
・
藩
領
・
旗
本
領
が
混
在
し
て
い
た
た
め
、
明
治
時
代
に
な
る
と
東
征
軍
総
督
府
の
直
接
統
制
下
に
入
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
十
二
月
一
日
付
で
遠
江
掛
川
藩
主
・
太
田
備
中
守
資
美
の
領
地
と
な
っ
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
観
音
教
寺
に
藩
庁
が
設
置
さ
れ
柴
山
藩
と
称
し
、
翌
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
藩
庁
は
松
尾
（
現
・
山
武
市
）
に
移
さ
れ
、
同
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
松
尾
県
と
な
(18
)
っ
た
。
松
尾
県
は
こ
の
後
の
統
廃
合
で
木
更
津
県
と
な
る
。
同
六
（
一
八
七
三
）
年
六
月
十
五
日
に
は
木
更
津
県
と
印
旛
県
が
統
合
さ
れ
て
旧
千
葉
県
と
な
り
、
そ
の
後
、
同
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
七
日
に
更
に
管
轄
移
管
が
行
わ
れ
、
現
在
の
千
葉
県
に
近
い
も
の
と
な
る
。
初
代
の
千
葉
県
令
は
、
木
更
津
県
権
令
で
あ
っ
た
柴
原
和
で
あ
る
。
②
芝
山
町
の
「
違
式
詿
違
条
例
」
史
料
芝
山
町
教
育
委
員
会
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
小
川
浩
一
家
文
書
の
中
に
、「
違
式
詿
違
条
例
布
告
張
出
犯
則
者
注
意
ニ
附
届
」
と
い
う
仮
題
の
つ
け
ら
れ
た
史
料
が
(19
)
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
の
が
、
そ
の
史
料
で
あ
る
。
縣
廰
甲
第
百
弐
拾
七
号
ヲ
以
テ
違
式
詿
違
條
例
御
布
告
、
来
ル
十
月
一
日
ゟ
實
地
施
行
之
旨
、
曩
ニ
御
達
相
成
候
ニ
付
、
毎
村
掲
示
場
へ
張
出
候
得
共
、
其
趣
意
ヲ
了
知
セ
ズ
犯
則
ノ
者
有
之
候
而
者
不
相
成
義
ニ
付
、
村
中
小
家
末
々
迄
不
洩
、
私
共
ゟ
懇
諭
犯
則
之
者
無
之
様
注
意
可
致
候
、
依
之
各
村
連
印
此
旨
御
届
ケ
義
ヲ
申
上
候
、
以
上
各
村
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用
掛
何
之
誰
印
こ
の
史
料
か
ら
は
次
の
内
容
が
読
み
取
れ
る
。
即
ち
、
県
庁
か
ら
出
さ
れ
た
違
式
詿
違
条
例
は
、
村
ご
と
に
掲
示
場
に
張
り
出
さ
れ
た
こ
と
、
条
例
の
趣
意
を
知
ら
ず
に
犯
す
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
村
中
の
家
々
に
洩
ら
さ
な
い
よ
う
私
共
（
用
掛
）
が
懇
諭
し
て
、
犯
則
の
者
が
出
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
、
以
上
の
点
を
各
村
は
連
印
し
届
出
を
申
し
上
げ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
最
後
の
部
分
は
、「
各
村
」
の
用
掛
の
、「
何
之
誰
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
違
式
詿
違
条
例
が
各
村
々
に
回
っ
て
き
た
時
に
県
庁
へ
出
す
書
類
の
雛
型
と
考
え
ら
れ
る
。
用
掛
と
は
、
県
が
設
定
し
た
町
村
人
民
の
役
職
者
で
あ
り
、
公
選
を
も
っ
て
区
長
が
定
め
た
も
の
で
(20
)
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
に
は
年
月
日
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
ど
の
時
点
で
出
さ
れ
た
も
の
か
を
推
測
で
き
る
。
「
縣
廰
甲
第
百
弐
拾
七
号
」
は
明
治
九
年
八
月
十
二
日
に
達
が
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
九
月
二
十
八
日
に
は
県
達
甲
第
百
五
十
六
号
で
施
行
延
期
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
）
多
古
町
の
事
例
①
多
古
町
の
位
置
・
歴
史
的
環
境
（
旧
五
反
田
村
）
多
古
町
は
千
葉
県
北
東
部
に
位
置
す
る
、
香
取
郡
の
町
で
あ
る
。
現
在
の
多
古
町
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
法
施
行
に
よ
っ
て
発
足
し
た
多
古
村
を
は
じ
め
と
す
る
村
々
が
幾
度
か
の
合
併
を
経
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
も
っ
と
多
く
の
村
々
が
あ
っ
た
。
今
回
、
史
料
と
し
て
活
用
す
る
の
は
、
旧
多
古
村
に
あ
っ
た
五
反
田
村
の
区
有
文
書
で
あ
る
。
多
古
の
地
は
江
戸
幕
府
の
旗
本
領
で
、
そ
の
う
ち
旧
五
反
田
村
の
地
に
つ
い
て
は
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
段
階
で
は
旗
本
の
中
根
氏
領
（
高
百
石
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
頃
に
は
旗
本
の
小
栗
氏
領
（
高
百
十
七
石
余
）
と
な
り
、
以
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後
幕
末
ま
で
小
栗
氏
の
知
行
で
あ
(21
)
っ
た
。
明
治
維
新
の
際
に
旗
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
宮
谷
県
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
新
治
県
と
な
り
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
千
葉
県
と
な
る
。
前
述
の
芝
山
と
多
古
は
、
郡
は
違
う
の
で
あ
る
が
、
隣
接
し
て
い
る
。
②
多
古
町
（
五
反
田
村
）
の
「
違
式
詿
違
条
例
」
現
在
、
多
古
町
五
反
田
の
区
有
文
書
は
、
千
葉
県
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
(22
)
い
る
。
違
式
詿
違
条
例
に
関
す
る
有
益
な
も
の
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
あ
げ
た
い
。
ａ
、
明
治
九
年
九
月
改
違
式
詿
違
條
例
第
拾
五
大
區
壹
小
區
香
取
郡
五
反
田
村
ｂ
、
明
治
十
一
年
三
月
十
七
日
の
村
控
ｃ
、
明
治
十
一
年
十
月
二
十
八
日
付
、
千
葉
県
か
ら
の
取
扱
所
達
ま
ず
ａ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
冊
子
状
に
な
っ
た
条
例
で
あ
る
。
表
紙
【
写
真
1
】・
条
文
（
九
枚
）・
裏
表
紙
【
写
真
2
】
か
ら
な
る
。
裏
表
紙
に
は
「
用
掛
蘒
原
海
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蘒
原
氏
は
、『
多
古
町
史
』
の
五
反
田
村
村
役
人
人
名
を
み
る
と
、
江
戸
時
代
末
の
安
政
四
年
か
ら
名
主
で
あ
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
の
で
、
明
治
期
に
名
主
か
ら
用
掛
と
な
り
、
引
き
続
き
村
内
の
公
務
を
務
め
て
い
た
人
物
と
考
え
ら
(23
)
れ
る
。
八
月
十
二
日
に
達
せ
ら
れ
た
違
式
詿
違
条
例
が
九
月
に
な
っ
て
五
反
田
村
に
伝
え
ら
れ
、
用
掛
の
蘒
原
海
左
衛
門
の
手
で
形
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
施
行
延
期
に
つ
い
て
の
記
述
も
無
い
こ
と
か
ら
、
九
月
二
十
八
日
以
前
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
冊
子
は
、
他
の
地
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
活
版
で
は
な
く
、
毛
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
難
漢
字
に
は
違
式
詿
違
条
例
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
振
り
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
【
写
真
3
】
を
あ
げ
る
。
千
葉
県
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
版
刷
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写真1写真2
写真3
の
条
例
を
手
本
に
、
引
き
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
ｂ
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
。
三
月
十
七
日
甲
第
五
号
違
式
詿
違
罪
目
中
、
第
五
十
六
條
改
定
、
第
七
十
六
條
追
加
左
之
通
り
明
治
十
一
年
一
月
十
一
日
第
五
十
六
條
他
人
漁
場
場
ニ
妨
害
ヲ
為
ス
者
第
七
十
六
條
巨
大
ノ
章
紙
鳶
ヲ
揚
ケ
妨
害
ヲ
為
ス
者
甲
第
十
五
号
違
式
罪
目
第
十
二
條
外
国
人
ヲ
無
届
ニ
テ
止
宿
セ
シ
ム
ル
（
者
）
有
之
候
処
左
之
通
改
正
候
事
※
（
）
内
は
虫
喰
明
治
十
一
年
二
月
廿
六
日
第
十
二
條
旅
行
免
状
ヲ
持
タ
サ
ル
外
国
人
ヲ
私
ニ
（
止
宿
セ
シ
ム
ル
）
者
※
（
）
内
は
虫
喰
甲
第
七
号
詿
違
罪
目
第
七
十
三
條
左
之
通
改
正
候
事
明
治
十
一
年
三
月
二
日
第
七
十
三
條
人
家
稠
密
ナ
ル
町
村
ノ
往
還
ニ
於
テ
口
附
無
キ
小
荷
駄
馬
ニ
乗
ル
者
前
書
之
ケ
条
更
正
ニ
達
相
成
候
間
、
此
達
披
見
之
日
三
日
間
書
改
メ
可
被
成
、
此
段
及
御
達
候
也
但
し
別
而
御
達
之
事
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壱
小
区
扱
所
島
村
、
水
戸
村
、
石
成
村
、
千
田
村
、
林
村
、
五
反
田
村
、
染
井
村
迄
三
月
十
七
日
の
記
録
と
し
て
、
明
治
十
一
年
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
回
分
の
改
正
・
追
加
が
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
三
月
二
日
の
「
甲
第
七
号
」
は
史
料
の
通
り
で
あ
る
が
、
実
際
は
「
甲
第
十
七
号
」
で
あ
る
か
ら
、
転
記
の
際
の
書
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
。
三
つ
の
改
正
・
追
加
の
達
が
何
故
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
既
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
披
見
之
日
三
日
間
書
改
メ
」
と
あ
る
の
で
、
達
自
体
が
ま
と
め
て
村
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
書
に
つ
い
て
は
、
違
式
詿
違
条
例
は
県
の
達
の
中
で
「
掲
示
場
へ
掲
示
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
に
つ
い
て
達
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
ｃ
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
。
第
三
拾
三
号
違
式
詿
違
條
例
中
贖
金
ヲ
科
料
ト
改
メ
、
同
條
例
第
三
條
左
之
通
改
正
候
條
、
此
旨
布
告
候
事
明
治
十
一
年
十
月
廿
一
日
太
政
大
臣
三
條
実
美
第
三
條
違
式
詿
違
之
罪
ヲ
犯
シ
資
力
ナ
キ
者
及
ヒ
科
料
ヲ
出
ス
ヘ
シ
ヲ
肯
ン
セ
サ
ル
者
ハ
拘
留
ニ
処
ス
ル
ヘ
シ
、
左
ノ
如
シ違
式
拘
留
五
日
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
十
日
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
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詿
違
拘
留
半
日
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
四
日
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
右
之
通
御
達
被
成
候
間
、
御
留
御
達
於
よ
ま
れ
候
也
明
治
十
一
年
十
月
廿
八
日
壱
小
區
扱
處
印
嶋
村
印
水
戸
村
㊞
石
成
村
㊞
千
田
村
㊞
林
村
㊞
五
反
田
村
御
用
掛
御
中
太
政
大
臣
・
三
條
実
美
の
名
を
以
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
科
料
か
ら
拘
留
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
違
式
で
は
日
数
が
下
が
り
、
詿
違
で
は
逆
に
日
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
史
料
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
こ
の
達
が
各
村
々
に
廻
状
に
近
い
形
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
千
葉
県
十
五
大
區
壱
小
區
の
扱
處
に
㊞
が
押
さ
れ
、
そ
の
後
に
列
記
さ
れ
た
村
々
の
名
の
と
こ
ろ
に
も
㊞
が
押
さ
れ
て
い
る
。
村
で
は
用
掛
が
確
認
を
し
て
内
容
を
書
き
と
る
な
ど
し
た
後
に
㊞
を
押
し
、
次
の
村
へ
送
る
形
を
と
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
方
法
は
江
戸
時
代
と
大
差
が
無
い
。
江
戸
時
代
中
期
、
五
反
田
村
で
は
近
隣
五
郷
の
村
々
と
様
々
な
こ
と
を
相
談
し
、
相
互
に
助
け
あ
う
べ
く
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時
の
近
隣
五
郷
の
村
々
は
、
島
村
・
水
戸
村
・
石
成
村
・
林
村
・
五
反
田
村
・
東
佐
野
村
で
あ
(24
)
っ
た
。
明
治
期
と
江
戸
時
代
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
東
佐
野
村
が
千
田
村
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
東
佐
野
村
は
明
治
十
年
に
他
村
と
合
併
し
て
喜
多
村
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
的
な
兼
ね
合
い
を
含
め
て
メ
ン
バ
ー
か
ら
抜
か
れ
、
新
た
に
千
田
村
が
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
五
反
田
村
に
だ
け
は
㊞
が
押
さ
れ
て
な
い
が
、
こ
れ
は
五
反
田
村
が
最
後
で
あ
っ
て
、
次
に
廻
す
必
要
が
無
か
っ
た
こ
と
を
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示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
村
の
他
の
文
書
と
共
に
綴
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
史
料
は
五
反
田
村
に
残
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
4
．
む
す
び
に
か
え
て
千
葉
県
の
違
式
詿
違
条
例
は
、
明
治
九
年
五
月
、
願
出
許
可
制
か
ら
届
出
制
に
な
り
県
独
自
の
条
例
を
制
定
し
易
く
な
っ
た
後
に
布
達
さ
れ
た
。
当
初
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
か
、
施
行
の
延
期
が
布
達
さ
れ
（
九
月
二
十
八
日
）、
そ
の
後
再
び
施
行
の
旨
が
布
達
（
十
月
十
七
日
）
さ
れ
、
同
年
十
一
月
一
日
よ
り
施
行
に
至
っ
た
。
当
初
の
予
定
か
ら
一
カ
月
遅
れ
で
あ
る
。
こ
の
間
、
千
葉
県
で
は
何
か
条
例
の
施
行
を
揺
る
が
す
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
の
か
否
か
、
今
の
と
こ
ろ
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
中
央
政
府
と
の
関
係
や
県
内
の
事
情
な
ど
、
政
治
的
・
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
施
行
を
布
達
し
た
県
甲
達
第
百
二
十
七
号
が
、
如
何
に
し
て
県
下
に
知
ら
し
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
県
か
ら
の
達
は
当
然
、、
地
方
の
町
村
に
知
ら
し
め
ら
れ
、
区
長
・
戸
長
・
用
掛
を
通
し
て
町
村
民
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様
子
を
伝
え
る
直
接
の
史
料
を
見
る
機
会
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
か
と
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
、
県
下
の
芝
山
町
、
お
よ
び
多
古
町
に
残
る
史
料
の
中
か
ら
違
式
詿
違
条
例
の
布
達
に
関
わ
る
も
の
を
確
認
し
、
断
片
的
で
あ
る
が
そ
の
一
部
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
芝
山
町
の
史
料
か
ら
は
、
最
初
に
布
達
さ
れ
た
県
甲
達
第
百
二
十
七
号
に
つ
い
て
、
掲
示
場
へ
張
り
出
し
、
条
例
の
趣
意
を
村
の
人
々
に
了
知
さ
せ
る
こ
と
を
各
村
の
用
掛
が
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
史
料
に
個
々
の
村
名
・
用
掛
の
名
は
無
い
が
雛
型
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
類
が
各
村
の
用
掛
に
廻
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
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多
古
町
の
史
料
か
ら
は
、
ま
ず
違
式
詿
違
条
例
を
冊
子
状
に
し
て
所
持
し
て
い
た
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
県
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
条
例
が
伝
え
ら
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
多
古
村
で
は
書
き
写
さ
れ
、
用
掛
の
蘒
原
海
左
衛
門
が
冊
子
状
に
し
た
も
の
を
保
管
し
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
多
く
の
県
で
活
版
の
も
の
が
県
史
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
千
葉
県
か
ら
は
活
版
の
も
の
が
各
町
村
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
県
下
の
他
の
地
域
な
ど
の
事
例
を
確
認
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
多
古
町
の
事
例
か
ら
は
も
う
一
つ
、
条
例
を
は
じ
め
と
し
て
県
か
ら
各
町
村
へ
ど
の
よ
う
に
達
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
史
料
と
し
て
利
用
し
た
五
反
田
村
は
、
千
葉
県
十
五
大
区
壱
小
区
の
扱
所
下
に
あ
り
、
島
村
・
水
戸
村
・
石
成
村
・
千
田
村
・
林
村
と
廻
っ
て
き
た
達
を
最
後
に
受
け
取
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
他
の
村
々
に
は
達
を
確
認
し
た
証
と
し
て
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
五
反
田
村
の
用
掛
の
名
が
記
さ
れ
た
控
簿
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
五
反
田
村
の
印
が
押
さ
れ
て
い
な
い
。
控
簿
で
あ
る
か
ら
、
書
類
は
複
数
あ
っ
て
一
通
は
押
印
し
て
扱
所
へ
戻
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
控
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
綴
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
推
測
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
達
を
廻
す
各
村
は
、
江
戸
時
代
か
ら
地
域
で
相
互
協
力
関
係
に
あ
っ
た
村
同
士
で
あ
り
、
明
治
十
年
代
の
段
階
で
も
行
政
区
の
設
定
に
よ
り
そ
の
関
係
は
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
史
料
の
点
数
は
少
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
論
究
し
た
。
今
回
は
千
葉
県
の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
限
定
し
た
地
域
の
史
料
を
利
用
し
た
た
め
、
千
葉
県
全
体
の
在
り
方
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
(25
)
な
い
。
今
後
も
多
く
の
市
町
村
で
作
成
し
て
い
る
史
料
目
録
を
活
用
し
、
今
ま
で
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
県
下
に
お
い
て
の
伝
達
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
論
証
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
違
式
詿
違
条
例
の
実
態
を
理
解
し
て
い
く
上
で
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
事
例
に
お
い
て
出
た
課
題
も
含
め
て
、
全
国
的
な
比
較
と
共
に
、
各
県
下
で
の
伝
達
の
実
態
を
も
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
二
〇
一
四
年
五
月
九
日
脱
稿
)
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註（1
）
東
京
違
式
詿
違
条
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
東
京
違
式
詿
違
条
例
の
創
定
過
程
に
つ
い
て
」（『
専
修
総
合
科
学
研
究
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
東
京
違
式
詿
違
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る
一
考
察
」（『
専
修
総
合
科
学
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
ま
と
め
た
。
（
2
）
地
方
違
式
詿
違
条
例
に
つ
い
て
は
、
神
谷
力
氏
に
よ
る
一
連
の
先
行
研
究
が
嚆
矢
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。「
明
治
初
年
に
お
け
る
地
方
軽
犯
罪
法
制
の
研
究
（
一
・
二
）」（
愛
知
学
芸
報
告
八
・
一
〇
号
、
一
九
五
九
・
一
九
六
〇
年
）、「
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
法
的
構
造
（
一
・
二
）」（
愛
知
教
育
大
学
社
会
科
学
論
集
一
六
・
一
七
号
、
一
九
七
六
・
一
九
七
七
年
）、「
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
施
行
と
運
用
の
実
態
」
（『
明
治
法
制
史
政
治
史
の
諸
問
題
』
慶
応
通
信
、
一
九
七
七
年
）。
（
3
）
前
掲
註
（
2
）
に
あ
げ
た
神
谷
論
文
「
地
方
違
式
詿
違
条
例
の
施
行
と
運
用
の
実
態
」
に
よ
れ
ば
、
長
野
・
山
梨
・
熊
本
・
島
根
・
佐
賀
・
堺
・
岐
阜
・
岩
手
・
秋
田
・
愛
知
・
栃
木
（
出
た
順
）
と
い
う
具
合
に
、
多
く
の
県
で
そ
の
県
に
似
合
っ
た
・
必
要
と
さ
れ
た
条
例
に
変
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
（
同
論
文
一
八
二
頁
）
（
4
）
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
、
二
〇
〇
二
年
、
千
葉
県
。
一
〇
三
頁
お
よ
び
九
八
〇
頁
。
（
5
）
千
葉
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
一
年
、
千
葉
県
警
察
本
部
。
三
〇
七
〜
三
一
八
頁
。
（
6
）
明
治
六
年
司
法
省
第
百
三
十
号
達
。
（
7
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
」
明
治
六
年
七
月
、
諸
県
之
部
。
（
8
）
同
前
。
（
9
）
前
掲
（
5
）
三
一
〇
頁
。
（
10
）
同
前
。
な
お
、（
9
）
お
よ
び
（
10
）
の
原
文
書
を
確
認
し
た
か
っ
た
が
、
千
葉
県
文
書
館
に
お
い
て
当
該
文
書
に
あ
た
る
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
（
11
）
『
千
葉
県
史
料
近
代
篇
明
治
初
期
三
』
二
四
九
〜
二
五
〇
頁
。
（
12
）
『
千
葉
県
史
料
近
代
篇
明
治
初
期
四
』
七
四
七
〜
七
四
八
頁
。
（
13
）
同
前
、
七
四
八
頁
。
（
14
）
こ
の
達
の
後
、
願
出
許
可
制
か
ら
届
出
制
へ
と
変
化
し
た
。
（
15
）
千
葉
県
達
甲
第
百
五
十
六
号
。
（
16
）
千
葉
県
達
甲
第
百
六
十
四
号
。
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（
17
）
追
加
さ
れ
た
の
は
、
第
七
十
五
条
（
伝
染
病
予
防
ニ
関
ス
ル
諸
規
定
ニ
違
背
ス
ル
者
）、
第
七
十
六
条
（
巨
大
ノ
紙
鳶
ヲ
揚
ケ
妨
害
ヲ
為
ス
者
）、
第
七
十
七
条
（
ア
ニ
リ
ン
并
鉱
属
製
ノ
絵
具
染
料
ヲ
以
テ
飲
食
物
ヲ
染
色
シ
之
ヲ
販
売
シ
又
ハ
飲
食
物
ノ
彩
色
ニ
供
ス
ル
ヲ
知
ツ
テ
其
品
ヲ
販
売
ス
ル
者
）、
第
七
十
八
条
（
菓
子
其
他
ノ
物
品
ヲ
賭
シ
営
業
ヲ
ナ
ス
者
）、
第
七
十
九
条
（
夜
間
十
二
時
後
歌
舞
音
曲
又
ハ
喧
呶
シ
テ
他
ノ
安
眠
ヲ
妨
ク
ル
者
）
の
五
条
で
あ
る
。
（
18
）
芝
山
町
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
芝
山
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
芝
山
町
史
通
史
編
下
』（
二
〇
〇
六
年
、
芝
山
町
）
の
四
四
頁
以
下
、
お
よ
び
『
千
葉
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
二
、
一
九
九
六
年
、
平
凡
社
）
の
七
一
〇
頁
。
（
19
）
芝
山
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
史
料
目
録
第
五
集
』（
二
〇
〇
九
年
、
芝
山
町
）
小
川
浩
一
家
文
書
・
一
五
一
二
。
（
20
）
芝
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
芝
山
町
史
通
史
編
下
』
四
十
五
頁
。
（
21
）
多
古
町
（
旧
五
反
田
村
）
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
多
古
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
多
古
町
史
下
巻
』（
一
九
八
五
年
、
多
古
町
）、
お
よ
び
『
千
葉
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
二
、
一
九
九
六
年
、
平
凡
社
）
の
五
一
四
頁
。
（
22
）
千
葉
県
文
書
館
で
は
、
多
古
町
五
反
田
の
区
有
文
書
以
外
に
も
複
数
の
史
料
を
収
蔵
し
て
い
る
。
『
収
蔵
文
書
目
録
第
一
一
集
大
多
喜
町
下
大
多
喜
清
水
（
友
）
家
文
書
』
の
中
に
明
治
一
一
年
二
月
二
十
六
日
、
甲
第
拾
五
号
（
違
式
罪
目
第
十
二
条
外
国
人
無
届
止
宿
改
正
に
付
布
達
、
活
版
）、『
収
蔵
文
書
目
録
第
一
五
集
市
原
市
中
野
大
室
家
文
書
』
の
中
に
明
治
九
年
九
月
二
十
八
日
、
千
葉
県
甲
第
百
五
十
六
号
布
達
（
違
式
詿
違
条
例
施
行
延
期
に
付
、
活
版
）・
明
治
一
一
年
三
月
二
日
、
千
葉
県
甲
第
拾
七
号
布
達
（
詿
違
罪
目
第
七
十
三
条
改
正
に
付
、
活
版
）
な
ど
が
あ
る
。
（
23
）
多
古
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
多
古
町
史
下
巻
』（
一
九
八
五
年
、
多
古
町
）
五
九
二
頁
。
（
24
）
同
前
、
五
八
六
〜
五
八
九
頁
。
（
25
）
例
え
ば
、『
君
津
市
史
史
料
集
Ⅲ
近
代
一
』、『
袖
ヶ
浦
市
史
史
料
集
』、『
市
川
市
史
史
料
第
七
巻
』
な
ど
、
県
下
の
市
町
村
で
作
成
さ
れ
た
史
料
集
に
違
式
詿
違
条
例
が
布
達
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
形
の
も
の
を
史
料
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
市
の
史
料
目
録
な
ど
を
今
後
、
詳
細
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
附
記
本
論
で
使
用
し
た
多
古
町
の
五
反
田
区
有
文
書
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
註
（
22
）
に
も
記
載
し
た
通
り
、
千
葉
県
文
書
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
出
版
・
掲
載
許
可
（
許
可
番
号
26
│
4
）
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
73 「千葉県違式詿違条例」考
謝
辞
千
葉
県
文
書
館
に
お
い
て
史
料
調
査
を
行
っ
た
際
、
不
明
な
史
料
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
文
書
館
の
方
々
に
お
手
数
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
同
文
書
館
の
柴
崎
邦
彦
氏
に
は
、
写
真
の
掲
載
等
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
芝
山
町
立
芝
山
古
墳
・
は
に
わ
博
物
館
学
芸
員
の
奥
住
淳
氏
か
ら
は
、
芝
山
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
史
料
目
録
』
の
中
に
、
違
式
詿
違
条
例
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
。
本
論
を
作
成
す
る
最
初
の
契
機
で
あ
り
、
良
い
資
料
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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